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巾

灘 鍵

飛
躍
鐵
蕊
蕊
餓
鍍
簸
鎧
鰯
蕊
総

蕊慧鯨

鴬

い

瞳
:､､｛．.;、

す
。
戦
後
二
十
五
年
を
経
、
わ

が
国
の
経
済
成
長
”
ｉ
・
…
．
ｉ
１

が
世
界
の
目
を
弼
一

鯉
藍
塵
球

も
著
し
い
霞
化
典
投

見
ら
れ
ま
す
。

蔭
薙
潔
力

潔
鷲
韮
金

悪
荊
挫
揃

鯏
鮮
蕊
遂

織
蹴
鞠

蕊
舞
鶴
霞
諸

き
ま
せ
ん
。
地
方
一

自
治
が
一
つ
の
転
ｒ
…
ｉ
１

機
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
は
、

地
方
自
治
法
施
行
後
二
十
五
年

以
上
を
経
た
と
い
う
事
情
か
ら

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
国
土
の
発
展
と
地
方
自

治
の
問
題
の
現
況
を
直
視
し
、

国
の
施
策
に
即
し
つ
つ
、
わ
が

高
萩
市
の
立
場
か
ら
、
地
域
間

識
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

澱，
職臘

I

、
な
お
、
民
生
福
祉

一
産
業
経
済
、
住
宅
、

》
都
市
施
設
そ
の
他
の

ｉ
…
ｉ
》
面
で
重
要
な
問
題
が

山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
積

極
的
に
こ
れ
ら
の
事
業
と
取
り

組
み
最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
ご

信
頼
に
答
え
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

の
所
得
格
差
を
な
く
し
、
行
政

水
準
の
不
均
衡
を
正
す
る
よ
う

に
努
め
、
皆
様
の
ご
期
待
に
お

答
え
し
な
け
れ
ば
な
う
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
市
民

各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
わ
り
、
か
つ
、
市
議
会
の

非
常
な
ど
支
援
に
よ
り
ま
し
て

そ
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
い
さ
さ

１
に
！
」
か
達
成
す
る
こ
と
が

｝
で
き
ま
し
た
。
こ
の

篤
雫
澁
鯛
織
饗

一
上
げ
ま
す
。
か
え
り

『
承
て
重
点
施
策
と
し

弓
て
お
り
ま
す
土
木
、

村
一
教
育
の
事
業
は
お
か

《
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

安
》
藍
騨
畔
誹
瀧

罎
一
垂
錨
曄
峰
隼
蛎
琴

一
ｒ
叩

萩
一
林
業
椛
造
改
善
事
業

高
一
畜
産
振
興
等
々
重
点

一
事
業
の
整
備
拡
充
に

垂
つ
い
て
も
努
力
を
傾

唖
注
し
て
ま
い
り
ま
し
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(2)ぎ市 報 た か は昭和45年1月5日発行

十
二
月
定
例
市
議
会
は
十
二

月
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
行
わ

れ
、
正
副
議
長
の
改
選
、
各
部

常
任
委
員
会
の
所
属
変
え
が
行

わ
れ
議
長
に
吉
田
秀
吉
氏
、
副

議
長
に
阿
部
正
寿
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
再
選
さ
れ
蛍
し
た
。

ま
た
各
部
常
任
委
員
会
の
委

員
の
所
属
が
次
の
よ
う
に
き
ま

り
ま
し
た
。

口
総
務
委
員
会

市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
と
に
よ
り
ま
し
て
、
念
願
の
松
推
進
等
そ
の
他
三
ヶ
年
市
町
村

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
久
保
工
業
団
地
造
成
事
業
を
は
振
興
計
画
に
盛
ら
れ
た
新
規
事

昭
和
四
十
四
年
も
諸
事
多
忙
じ
め
と
し
、
各
般
の
事
業
に
わ
業
の
実
行
に
向
っ
て
、
市
議
会

議
員
全
員
心
を
一

の
う
ち
に
過
ぎ
、

こ
こ
に
輝
か
し
い
市
政
発
展
の
た
め
に
努
力
っ
に
し
て
、
理
事

市
議
会
議
長
吉
田
秀
吉
畷
蛙
が
峨
帷
』
唖

昭
和
四
十
五
年
を

迎
え
ま
し
た
こ
と

は
、
皆
さ
ん
と
共
に
限
り
な
い
た
っ
て
、
そ
の
意
と
す
る
と
こ
幸
福
と
、
高
萩
市
の
発
展
の
た

喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
ろ
を
達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
を
め
に
、
全
力
を
傾
注
い
た
す
所

す
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
存
で
あ
り
ま
す
。

私
、
昨
年
十
二
日
の
議
長
改
と
同
時
に
、
こ
の
事
業
達
成
に
何
卒
今
後
共
、
市
民
の
皆
様

選
に
当
り
、
多
数
の
御
支
持
を
日
夜
を
分
か
た
ず
御
努
力
さ
れ
の
御
理
解
あ
る
御
支
持
を
お
願

得
ま
し
て
、
引
き
つ
づ
き
議
長
た
団
地
開
発
促
進
協
議
会
の
方
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
皆
様
の

に
就
任
す
る
こ
と
に
相
成
り
ま
々
並
び
に
執
行
部
の
各
位
に
対
御
多
幸
を
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
し
、
万
腔
の
敬
意
を
表
す
る
次
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
第
で
あ
り
ま
す
。
た
し
ま
す
。

相
変
ら
ぬ
御
指
導
と
、
御
鞭
腱
新
年
度
は
更
に
、
昨
年
築
き

燕森羅燕恥建

議
長
に
吉
田
秀
吉
氏

副
議
長
に
阿
部
正
寿
氏 に

よ
り
、
鋭
意
研
讃
心
を
新
た
あ
げ
た
礎
石
の
上
に
立
っ
て
、

に
し
て
、
そ
の
職
責
を
全
う
し
新
企
業
の
誘
致
建
設
、
山
間
地

た
い
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
区
一
大
開
発
、
常
磐
高
速
自
動

尚
一
屑
の
御
協
力
を
お
願
い
申
車
道
路
の
早
期
実
現
、
阿
武
隈

し
ト
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
八
溝
畜
産
団
地
の
開
発
、
高
萩

昨
年
は
、
市
民
の
皆
様
の
深
い
小
学
校
第
二
期
建
設
工
事
の
促

御
理
解
と
、
絶
大
な
る
御
協
力
進
、
新
法
に
よ
る
都
市
計
画
の

◎
藤
井
実
○
北
畠
暢
男

大
高
徳
次
、
野
田
家
利
、
鈴

木
朝
記
、
飯
田
邦
昭

口
文
教
厚
生
委
員
会

◎
大
和
田
知
之
○
中
島
豊
、

小
山
政
男
、
佐
川
安
応
、

近
藤
孝
一
、

口
経
済
委
員
会

◎
小
野
公
道
○
大
都
直
輝
、

豊
田
武
門
、
鈴
木
藤
雄
、
阿

部
正
寿
、
鈴
木
好
之

を
再
選

◎
佐
藤
正
○
棚
谷
立
夫

小
田
木
四
郎
、
大
久
保
情

朝
日
博
之

註
…
：
◎
委
員
長
○
…
、
・
・
副

委
員
長

、

／
・
・
：
．
．
：
．
：
…
：
：
：
…
…
：
：
、

一
径
昨
価
甥
州
岬
班

ワ
■
（
、
Ⅵ
〕
”

》
ぬ
３
１
１
兜
￥

、

12月現在

口
数
積

男
女
帯

人
世
面

／

待
望
の
国
民
年
金
法
の
改
正

が
今
国
会
で
成
立
い
た
し
ま
し

た
。
改
善
さ
れ
た
主
な
点
を
象
ま

す
と１
、
老
令
年
金
が
厚
生
年
金

な
象
夫
婦
二
万
円
が
実
現

し
ま
し
た
。

２
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子

遺
児
、
寡
姉
年
金
が
夫
を

高
萩
市
総
合
開
発
の
一
環
と
し

て
市
内
高
戸
松
久
保
地
内
に
工

松
久
保
農
地
造
成
進
む
一

改
善
さ
れ
た

蕊
国
蕊
民
蕊
年
蕊
金

栄
団
地
造
成
の
実
施
計
画
が
清

友
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

｜

’
大
巾
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

３
、
十
年
年
金
が
特
別
措
置

に
よ
っ
て
倍
額
に
引
き
あ

げ
ら
れ
堂
し
た
。

４
、
五
年
年
金
の
特
別
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

５
、
福
祉
年
金
額
が
十
月
よ

り
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。

６
、
福
祉
年
金
夫
婦
受
給
制

限
が
な
く
な
り
今
ま
で
三

千
円
づ
つ
さ
し
引
か
れ
て

そ
の
関
連
事
業

と
し
て
代
替
農

地
造
成
が
工
業

団
地
の
南
側
に

今
迄
の
山
林
等

を
切
り
開
き
有

効
面
積
八
万
二

千
十
五
平
方
米

工
事
費
六
千
四

百
余
万
円
に
て

鈴
縫
工
業
株
式

会
社
に
よ
っ
て

工
事
が
進
め
ら

れ
昭
和
四
十
五

年
一
月
末
に
は

完
成
の
見
込
ゑ

で
あ
り
ま
す
完

成
後
は
一
区
画

が
約
千
平
方
米

（
一
反
歩
）
の

整
然
と
し
た
農

地
（
畑
）
と
な

り
面
目
が
一
新

さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
寵
す
。

い
た
の
が
な
く
な
っ
た
。

７
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子

年
金
が
夫
々
引
き
あ
げ
ら

れ
た
。

そ
の
他
通
算
制
度
の
改
善
、
年

金
基
金
の
設
置
等
が
あ
り
ま
す

が
細
部
に
つ
い
て
は
次
の
市
報

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

才
二
回
茨
城
県
黒

毛
和
牛
共
進
会
で

好
成
績

十
二
月
十
一
日
か
ら
十
三
日

ま
で
の
三
日
間
、
東
茨
城
郡
常

北
町
城
北
畜
連
に
お
い
て
茨
城

県
肉
用
牛
協
会
主
催
に
よ
る
、

第
二
回
茨
城
県
黒
毛
和
牛
共
進

会
が
開
催
さ
れ
、
高
萩
市
か
ら

四
頭
出
品
し
、
次
の
よ
う
な
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

同
時
に
生
産
者
大
会
が
開
催
さ

れ
、
高
萩
地
区
は
阿
武
隈
、
八

溝
山
系
畜
産
地
開
発
促
進
に
つ

い
て
の
議
案
を
提
出
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
表

。
第
一
部
一
類

弐
等
賞
（
さ
か
こ
は
ぎ
）
菊

地
福
雄
（
福
平
）

◎
第
一
部
二
類

壱
等
賞
（
こ
も
り
は
ぎ
）
鈴

木
通
（
下
君
田
）

◎
第
二
部
三
類

参
等
賞
（
ふ
ゑ
て
る
）
鈴
木

栄
次
郎
（
下
君
田
）

◎
第
二
部
四
類

壱
等
賞
（
た
ま
こ
）
樫
村
雄

幸
（
中
戸
川
）

口
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(3） 市報 た か は ぎ 昭和45年1月5日発行

市
立
第
一
幼
稚
園
で
は
園
児

募
集
を
次
の
要
領
で
行
な
い
ま

す
。一
、
募
集
人
員
一
二
○
名

一
、
応
募
資
格

当
市
内
に
居
住
し
・
昭
和
三

十
九
年
四
月
二
日
か
ら
四
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者

一
、
募
集
期
間

昭
和
四
十
五
年
二
月
二
日
午

前
九
時
よ
り
四
十
五
年
二
月

七
日
十
二
時
ま
で
（
締
切
り

厳
守
）

一
、
応
募
手
続

「
入
園
願
い
」
に
住
民
票
謄

市
立
才
一
幼
稚
園
児
を
募
集

｜

’Ｉ
ｉ
Ｉ

最
近
の
交
通
事
故
の
著
し
い

増
加
は
当
市
地
域
に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年

中
市
地
域
に
お
け
る
交
通
事
故

の
発
生
は
一
九
五
件
、
死
者
九

人
、
負
傷
者
一
四
○
人
を
出
し

本
年
に
入
っ
て
か
ら
も
十
一
月

末
ま
で
に
一
二
七
件
、
死
者
六

人
、
負
傷
者
二
二
一
人
を
出
し

て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
市
に
お
い
て
は
、

本
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
救

急
業
務
の
発
足
を
計
画
、
人
員

車
両
器
材
の
整
備
を
充
実
さ
せ

九
月
一
日
よ
り
発
足
し
て
い
ま

す
が
、
救
急
業
務
の
あ
ら
ま
し

を
の
べ
、
み
な
さ
ん
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
・

救
急
業
務
と
は
事
故
が
発
生

：
…
；
；
・
・
：
…
：
し
て
傷
病
者

■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
■
ｄ
Ｄ
。
辱
■
■
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ロ
ロ
ロ
■
・
・
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ｄ
ｏ
Ｄ
■
■

凸
・
■
■
■
』
■
■
ｌ
Ⅱ
日
。
・
・
・
ｐ
・
・
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●
■
■
■
・
□
・
‐
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
，
■
、
。
、
。
。

昭
和
四
十
五
年
度
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
二
月
十
日
ま
で
に
申

請
書
を
福
祉
事
務
所
社
会
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
、

本
一
通
を
そ
え
、
募
集
期
間

中
に
第
一
幼
稚
園
へ

一
、
入
園
許
可
の
条
件

○
幼
児
の
身
体
が
強
健
で
あ

保
育
所
児
童
入
所
案
内

が
出
た
場
合
、
こ
れ
を
救
急
隊

が
病
院
、
診
療
所
等
へ
安
全
か

つ
迅
速
に
搬
送
す
る
業
務
で
す同

取
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
ｒ

…
・
…
…
・
…
・
・
…
。
：
・
・
…
・
・
．
洲

防
本
部
で
消
防
長
が
市
長
の
委

任
を
受
け
救
急
隊
を
編
成
し
て

取
扱
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先
は
火
災
と
同
じ
に
一

…
…
…
…
一
九
番
ま
た
は
二

二
五
八
（
消
防
本
部
）
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
の
し
か
た
は
側
こ
ち
ら

．
…
：
．
…
・
・
・
・
…
・
：
・
は
何
町
○

○
番
地
何
某
で
す
。
剛
た
だ
い

ま
○
○
事
故
で
、
け
が
人
が
出

ま
し
た
。
至
急
き
て
く
だ
さ

い
。
⑧
目
標
は
、
○
○
商
店
の

二
軒
隣
り
で
す
。
誰
か
案
内
に

出
し
て
お
き
ま
す
。

る
こ
と
○
通
園
距
離
が
、
幼

児
の
心
身
面
や
園
経
営
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
程
度
○
保

護
者
が
、
授
業
料
そ
の
他
の

経
費
を
完
納
で
き
る
。

☆
「
入
園
願
い
」
用
紙
は
は
一

月
二
十
六
日
よ
り
第
一
幼
稚

園
に
て
配
布
し
ま
す
。

記

○
市
立
高
萩
保
育
所

三
歳
以
上
児
六
○
名

○
市
立
秋
山
保
育
所

三
歳
未
満
児
六
名

三
歳
以
上
児
五
四
名

○
私
立
同
仁
東
保
育
園

三
歳
未
満
児
一
二
名

三
歳
以
上
児
五
八
名

こ
ん
な
と
き
に
救
急
車
を

一
、
火
災
、
水
災
、
地
震
呼
の

災
害
に
よ
る
事
故

二
、
交
通
串
故
、
土
木
建
築
工

率
場
で
の
事
枚

三
、
興
行
場
、
百
貨
店
、
学
校

競
技
場
で
の
事
故

四
、
ガ
ス
中
毒
、
火
傷
等
家
内

の
事
故

五
、
急
病
で
至
急
医
師
の
診
療

を
必
要
と
す
る
と
き

病
院
は
救
急
指
定
ま
た
は
、

…
・
・
・
・
：
協
力
病
院
で
す
が
、

傷
病
者
の
希
望
に
よ
り
市
内
の

か
か
り
つ
け
の
病
院
に
も
搬
送

で
き
ま
す
。

料
金
は
市
民
の
生
命
の
安
全

…
‐
．
：
：
を
安
る
た
め
に
や
っ

て
お
り
ま
す
の
で
一
切
熈
料
で

一
◎
す

た
だ
し
救
急
の
範
囲
で
な
い

要
求
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
私
立
聖
徳
保
育
園

三
歳
未
満
児

三
歳
以
上
児

一
二
名

四
八
名

高
萩
市
史
に
つ
き
ま
し
て
は

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
写
真
の
よ
う
な
立
派
な
市

史
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
ま
だ

巾
し
込
み
さ
れ
て
と
り
に
こ
な

い
か
た
が
お
り
ま
す
の
で
至
急

代
金
を
持
参
の
う
え
と
り
に
き

て
く
だ
さ
い
。

な
お
お
申
し
込
み
な
さ
ら
な

か
っ
た
か
た
で
も
ご
希
望
の
方

に
配
布
し
ま
す
の
で
今
す
ぐ
教

育
委
員
会
へ
三
千
円
を
持
っ
て

お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
配
布
い
た

し
ま
す
。
発
行
部
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ど
う
ぞ

露辞畢濯鐸

高
萩
市
史
ご
希
望

の
か
た
に
は
今
す

ぐ
教
育
委
員
会
へ

…

…

移
動
県
民
室
で
〃
県
北
開

発
を
重
点
に
〃
要
望1月15日は成人の日

みんな参加しよう成人式へ

口場所 高萩中学校体育舘

口時間 10時30分から

県
北
地
方
県
民
室
主
催

の
移
動
地
方
県
民
室
が
十

一
月
二
十
五
日
、
午
前
十

時
よ
り
市
役
所
大
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
側
か
ら
野
沢
同
室
次

長
ら
十
名
、
市
内
よ
り
各

種
団
体
の
代
表
三
十
数
人

が
出
席
、
県
政
に
対
す
る

要
望
、
苦
情
等
が
十
数
項

目
だ
さ
れ
、
午
後
一
時
閉

会
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
の
な
か
で
と

く
に
今
ま
で
は
県
政
の
中

心
が
県
南
、
県
西
へ
重
点

が
お
か
れ
て
い
た
が
輝
け

る
七
○
年
の
県
政
は
県
北

開
発
に
重
点
を
お
く
よ
う

に
要
望
し
た
。
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今
春
四
月
に
小
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
子
供
さ
ん
の
健
康
診
断

が
一
月
中
に
各
々
の
小
学
校
で

行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
他
駁
診

断
は
市
教
育
委
員
会
が
学
校
保

健
法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も

の
で
、
入
学
前
に
あ
ら
か
じ
め

入
学
予
定
者
の
健
康
状
態
を
把

握
し
保
健
上
適
正
な
就
学
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ

れ
ま
す
。

そ
の
健
康
診
断
を
次
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
該
当
者

は
必
ず
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ

獺

藩蟻織冒騒…蕊
高
萩
市
総
合
グ
｜
フ
ン
ド

オ
一
期
整
地
工
事
終
る

鱸 鱸錨

黙認灘灘蕊…蕊

い
。
こ
の
健
康
診
断
日
程
は
就

学
予
定
者
の
保
護
者
あ
て
に
昨

年
の
十
二
月
二
十
日
に
発
送
し

ま
し
た
が
、
も
し
通
知
書
を
受

収
ら
な
い
家
庭
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

就
学
予
定
者
の
調
査
は
十
二
月

一
日
現
在
で
行
な
い
ま
し
た
の

で
調
査
日
以
後
に
、
本
市
に
移

住
し
て
き
た
力
、
住
民
登
録
を

し
て
い
な
い
方
は
教
育
委
員
会

へ
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
月
５
日
よ
り
勝

田
自
術
隊
の
好
意
に

よ
り
、
市
営
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
盤
地
什
莱
が

６
週
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
第
一
期
工
事
が
無

事
終
了
し
枢
月
旧
日

現
地
に
お
い
て
引
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
整
地
し
た
土
量

は
五
一
ヵ
－
千
立
方
メ

ー
ト
ル
而
柚
一
万
一

千
七
百
平
方
メ
ー
ト

ル
が
整
地
さ
れ
ま
し

た
。

好
記
録
続
出
の

駅
伝
大
会
終
る

寒
さ
に
負
け
な
い
健
康
な
か

ら
だ
を
作
ら
う
と
市
で
は
毎
年

駅
伝
大
会
を
十
二
月
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
が

今
年
も
十
二
月
十
四
日
寒
風
を

つ
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内

の
事
業
所
、
高
校
、
中
学
校
な

ど
か
ら
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し

市
内
二
周
、
三
十
四
キ
ロ
の
コ

ー
ス
を
走
り
一
般
１
、
高
校
２

中
学
５
チ
ー
ム
が
昨
年
の
記
録

を
破
る
好
成
紬
で
し
た
。

（
一
般
の
部
）

側
松
岡
Ｏ
Ｂ
１
．
妃
。
”
秒

凹
加
工
製
紙
Ａ
１
・
魂
・
鍋
秒

側
加
工
製
紙
Ｂ

（
高
校
の
部
）

⑩
高
萩
工
業
校
１
・
媚
。
綱
秒

倒
高
萩
高
定
時
制１
．
蝿
・
昭
秒

⑧
高
萩
高
校
Ａ

（
中
学
の
部
）

川
秋
川
小
Ａ
１
・
的
・
沁
秒

側
高
萩
中
、
１
．
弱
・
諏
秒

側
松
岡
中
Ａ
１
．
別
。
Ⅳ
秒

側
君
田
中
１
．
印
・
謁
秒

就
学
児
健
庭
診
断
の
日
程

高
萩
小
一
月
十
四
日
午
後

一
時
よ
り

束
小
一
月
十
六
日
午
後

一
時
よ
り

樅
川
小
一
月
十
六
日
午
後

一
時
三
十
分
よ
り

下
君
田
小
一
月
二
十
日
午
後

二
時
よ
り

上
君
田
小
一
月
二
十
日
午
後

二
時
三
十
分
よ
り

松
岡
小
一
月
二
十
二
Ⅱ
午

後
一
時
よ
り

秋
山
小
一
月
二
十
三
口
午

後
一
時
よ
り

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、

常
々
市
民
の
承
な
さ
ん
よ
り
、

温
か
い
志
を
よ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
最
近
次
の
方
々

よ
り
「
福
祉
事
業
に
」
と
真
心

の
こ
も
っ
た
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
市
報
を
通
じ
て
お
礼
を
申

し
の
べ
、
恵
ま
れ
な
い
人
点
の

た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

口
六
三
○
円
を
東
小
五
年
宮
崎

千
佳
さ
ん
、
鈴
木
孝
江
さ
ん

佐
久
間
美
保
子
さ
ん
、
飯
泉

奈
美
江
さ
ん
よ
り
寄
付

あ
り
が
と
う

善
意
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ツ反判定 BCG

月H 場 所 時 間

)/兎横川松本万吉氏宅皿30~'050
〃 下君旧松本商店 11． 10～11．30

堀 横川松本万吉氏宅

’レントゲン、ツベルクリン反応

11 1 1 場 所 時 間

ﾚ‘0枇川松本万吉氏宅 ］0.00-1030

ﾄ 君Ⅱl松本商店

Iニ君’ 1 1小学校

11.00~11.30

０
０
０
０

３
３
０
５

１

２
０
０
１

１

2．00 〃 上君田小学校

3．00 〃 若栗公民館

'0’30シ5§烏曾根三代商店前
11.30 ノノ 北方山手公民館

2．10 〃 秋山小学校

０

０
０
５
３

１
２

０
０
３
１

１
２〃 i',：梨公」＄館

j/Zi ｣;洲州陛代商'“！

〃 北方1 1｣千公民館

〃 イk l l l 小学校

〃 '‘』柑川: lIAi l淵Iiii

堀‘‘ﾘ ﾘ ； 公｣＆鮪
’ ’ ‐ |､~手;:liリ公民館

〃 閲 ｜ I 公民館

〃 千代11作山義二氏宅脇

〃 駒水根田中美容室前

口
千
円
を
島
名
加
藤
一
男
さ
ん

よ
り

口
三
千
百
一
円
を
一
円
玉
募
金

で
行
人
塚
、
石
河
原
老
人
ク

ラ
ブ
一
同

口
二
万
六
千
百
三
十
円
を
プ
ロ

レ
ス
前
売
の
利
益
金
で
す
と

消
防
団
第
二
分
団
員
一
同

口
一
万
円
才
末
助
け
合
い

の
一
部
に
も
と
高
萩
美
術
ク

ラ
ブ
員
一
同

口
二
七
八
円
一
円
玉
募
金
で

松
岡
小
学
校
生
徒
よ
り

口
三
千
七
百
三
十
二
円
を
一
円

玉
で
恵
ま
れ
な
い
老
人
に
と

上
手
綱
米
寿
老
人
ク
ラ
ブ
一

同
口
二
万
一
千
三
百
四
十
円

東
京
田
無
市
増
田
産
業
よ
り

物
干
竿
販
売
の
益
金
の
一
部

を
０
０
０
０
０
０
０
０

５
３
０
３
５
３
０
３

０
１
２
２
９
０
１
１

１
１

１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０

３
１
３
１
３
０
４
１

０
１
１
２
９
０
０
１

１
１

１
１
１ 11.30

０

１
５

２
２

０
０
３
２

１
２ 鳥名時崎商1秒

間戸公民負堀０
０
０
５

０
０
１
１

０
０
３
１

９
０１ ノノ 下手綱公民館

〃 関口公民館

〃 千代田作山義二氏宅脇

〃 駒木根円中美容室前

堆高萩保健所
〃 有明町滝湯前

ノ！ 高浜集会所

)爺安良川駒形神社前
〃 高萩市役所

０
０
０

１
３
２

１
１
２

１
０
０
０

４

０
５

１

２
２

１

近
く
の
場
所
で

必
ら
ず
受
診
を

私
達
は
、
結
核
予
防
法
に
基

づ
き
毎
年
一
回
結
核
検
診
を
受

け
る
義
務
と
権
利
が
あ
り
ま
す

。
診
断
の
再
通
知
を
受
け
た
か

た
は
受
診
票
を
持
っ
て
次
表
の

場
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

も
し
今
度
受
診
さ
れ
な
い
と

き
は
、
保
健
所
に
出
頭
し
て
受

診
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

費
用
は
一
切
無
料
で
、
着
た

ま
ま
で
撮
影
で
き
ま
す
。

受
診
票
は
忘
れ
ず
に
切
り
取

っ
て
受
診
す
る
と
き
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

L30～1．50

ｼ魚 1,1j萩保雌両 10.00～11.00 ０
０
０
４

１
１
１
１

０
０
３
１

０
１
１
１’ 1 イj~ Iﾘj lllI滝湯前 1．30

" i ;j 浜災会所 230
〃

J/血安良川駒形神社前 930

〃 ！ li 役 所 10･30

11喀 〆聖剛
フT喀 工､ ﾉﾉ

柳
一
和

帥
卵
鉛

２
０
１
１
１

０
０
０

３
３
０

１
０
１
１
１

０
０
２
５

０
１
１
１

０
０
３
３

９
０１
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